
 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだにごはん・こころにえほん 

                                              副保育長 柿本 美香 

 

草の陰から聞こえる虫の声や、朝晩に吹く涼しい風が秋の訪れを感じさせてくれます。 

食欲の秋・芸術の秋・スポーツの秋と子どもたちの興味関心が広がるこの季節。読書の秋とも言 

われていますね。子どもたちが大好きな絵本には、素敵な力があるようです。 

 

≪子どもの心が安定する≫ 

  膝の上に座ったり寄り添ったりして読んでもらい、肌のぬくもりや匂いを感じることにより、 

  リラックスできて安心感が生まれます。 

≪想像力が育まれる≫ 

  絵を見ながら“つぎはなにがおきるのだろう？”“どんなきもちなのかな？”といろいろなことが 

頭の中で膨らみます。相手の気持ちに気付くことで、思いやりをもって人と関わることができる 

ようになります。 

≪感情表現が豊かになる≫ 

  泣きまねをしたり、「ぷんぷん！」と頬を膨らませて怒るまねをしたり、一緒に笑ったり、絵を見 

て気持ちを理解し自分なりの表現方法で感情を教えてくれます。 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

静かな時間が流れる秋の夜、お子さんと一緒に絵本の世界を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

令和８年度 

１０月 こどもの森 だより 
                  柳町こどもの森 令和８年９月３０日 

 

 

 

1歳・2歳・3歳 4歳・5歳 

きれいな色を楽しんだり、歌に合わせて 

ページをめくったりするのが大好きです 

 

登場人物になりきったりストーリーを 

楽しんだりしています 

【今、お気に入りの絵本】 


